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わたしの夢、語ります

萱森　蓮
れん

 さん　美浜中央小学校 6年 (安江)

　僕の夢は、農家になることです。なぜ農家になりたい

かというと、父さんの田んぼの手伝いをしていて、農業

の楽しさを知り、おいしいお米を作りたいと思ったから

です。そして、たくさんの人に食べてもらい、笑顔になっ

たり喜んだりしてほしいです。

　僕は、休みの日に田んぼに行って、買ってもらった草刈

り機で草刈りをしたり、田植えや稲刈り等を手伝ったりし

ています。稲の成長を見たり管理することが楽しいです。

　農家になるために、これから農業の勉強をしたいし、

今まで以上に田んぼの手伝い等をしていきたいです。

そして、農家になったらいろんな種類のお米作りや、今

の農業より早くて簡単にできる新しい農業の研究に挑

戦したいです。
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す。当日はとても天気が良

く、海底まで透き通って見え

るほど波も穏やかでした。
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はじめる

まちづくり

ふるさと美浜元気フォーラム
美浜町3小学校合同 ふるさと美浜元気プロジェクト

月
17
日
に
、
ふ
る
さ
と

美
浜
元
気
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
月
19
日
に
、
ふ
る
さ
と
美
浜
元
気

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
な
び
あ
す
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　1 月 17 日に、ふるさと美浜元気フォーラム

がなびあすで開催されました。

　同フォーラムでは、町内 3 小学校の 3 年生

から 6 年生約 240 人が、ふるさと美浜の良

さや課題等について、調査活動に取り組んで

きた ｢ ふるさと美浜元気プロジェクト ｣ の発

表が行われました。

　当日は午前と午後の 2 部に分けて開催され、

午前の部では 3・4 年生が発表を行い、3 年

生は ｢ 美浜のお宝 ｣ と題して、校区内で実地

調査した名所や名物をステージ上で発表しま

した。4 年生は、｢ みんなの幸せ ｣ をテーマに

福祉学習を通して学んだことを 3 校合同でス

テージ上で発表後、各グループに分かれ、手

話等を交えた実践発表を行いました。

　午後の部では 5・6 年生が発表し、5 年生は、

｢ 地域の課題解決 ｣ をテーマに地域のために活動

する人たちの活動内容を取材・調査し、ステー

ジ上で紹介しました。6 年生は、｢ 美浜の未来創

造 ｣ をテーマに 3 校混合でグループを作り、グ

ループ事に考えた観光や農業等の活性化プラン

を観覧者に提案しました。

　観覧には、同プロジェクトでお世話になった

地域の方々や、過去に同フォーラムで発表した

美浜中学校・美方高校の生徒等も参加し、発表

に対して意見交換が行われる等、さまざまな世

代との交流が図られました。また、発表の前には、

元気プロジェクトに関わってきた関係者や、卒

業生からのビデオメッセージが上映され、児童

たちは自信を持って発表を行っていました。

5・6 年生の児童たち

日向水中綱引き／みはまこども倖太鼓20周年記念コンサート 他
まちウォッチング  8

美浜発電所の状況について  11
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◇ 4年生 【テーマ：みんなのしあわせ】
美浜東小学校

｢妊婦さんとの交流｣

　大変なことや不安なこともある
がそれ以上に幸せなことが大きい
ことを妊婦さんの話から学び、実
感したことを発表しました。

美浜西小学校

｢目に障がいのある　　　　　　
　　　　　美智子さんとの交流｣

　美智子さんの普段の生活等につ
いて話を聞き、障がいについて学
び正しい関わり方が必要だと実感
したことを発表しました。

◇ 3年生 【テーマ：美浜のお宝】
美浜東小学校

美浜東チャレンジ隊
～みんなで見つけた地域のお宝～

　地域の方々にお世話になり、へし
こや太田そば、ピザ等のおいしい食
べ物等について施設を訪れて聞いた
ことや見学したことを発表しました。

美浜西小学校

もっとお宝広め隊
～みんなで発見！お宝いっぱい～

　レインボーラインや久々子湖のし
じみ、日向の寒ブリ等の地域のお
宝、スポットについて体験したこと
や調べたことを基に発表しました。

美浜中央小学校

　地域の自慢したい食べ物や場所
を調べました。ミディトマトやジビエ、
歴史文化館等、実際に体験したこと
や見学したことを発表しました。

美浜町のたから
～ぼくたち・わたしたちがじまんしたいもの～

学校 班 実 践 発 表

西

1 身の回りにかくされたみんなのための工夫

2 車いすの方と関わるときに大切なこと

3 みんなが幸せになるための工夫を考えた公民館祭り

4 妊婦さんの大変さ

中 央

5 なんでもお世話係

6 にこにこカフェ

7 手話体験

8 みんなで楽しい障がいスポーツ体験

9 みんなでわくわく遊び体験

10 インスタントシニア体験

東

11 もの当てクイズ

12 福祉クイズ大会

13 ボッチャ

◇5年生 【美浜元気プロジェクト 実践報告】

◇6年生 【ふるさと美浜元気プラン グループセッション】

美浜東小学校

美浜町を元気に盛り上げよう！
太田そばプロジェクト

　太田そばをたくさんの人に知っ
てもらうため、自分たちで取材や
そばの収穫やそば打ち体験したこ
と等を報告しました。

美浜西小学校

美浜の伝統野菜
｢くぼ丸ナス｣をPRしよう！

　くぼ丸なすを自分たちで栽培し
て感じたことや公民館祭り等のイ
ベントでの PR 活動やアンケート
調査等行った結果を報告しました。

美浜中央小学校

　新庄にあるさまざまな魅力を
知ってもらうために、施設の方々
に取材をし、イベントで行った
PR 活動について報告しました。

新庄かがやき大作戦！

　6年生は、3校混合で編成した17のグループに分かれ、グループセッショ
ンを行いました。それぞれが持ち寄った課題とそれらの解決策を掛け合わ
せ、課題解決と町の活性化につなげるストーリーを考え、発表しました。
　校区の垣根を越え、同じ美浜町に住む他校の仲間との対話を通して、未
来を創造するアイデアを提案し、観覧者とともに磨き上げました。

課　題 　　　　　グループの提案タイトル

農業の高齢化×観光地×はまびより
観光地をにぎやかに！農業もさかんに！
美浜のみりょくをしってもらおう！

海ごみ×発電×レイクセンター 観光客で美浜町がにぎわうように！

はまびより×農業の高齢化×なびあす
はまびよりやなびあす、観光地がにぎわい
美浜の田んぼの現状を知ってもらえるような町へ！

人口減少×海ごみ×にぎわいロード 明るく、人口が多い、きれいな町へ

子どもたちの交流の場×
にぎわいロード×人口減少

交流いっぱい にぎわう町になるように！

獣害×観光地×空き家 獣害や空き家をなくし 明るく にぎやかな美浜町へ

にぎわいロード×少子高齢化×
中学部活動指導

先生いっぱい！町人いっぱい！にぎわいロードが夢の国！

はまびより×獣害×海ごみ みんなが楽しく、住みやすい美浜町に！

小さい子を預けられる場所×
人口減少×海ごみ

スーパーに託児所で美浜の魅力 広げるぞ！

イベントの参加者減少×海ごみ×
子どもの未来

地域の魅力再発見！子どもも楽しく海ごみゼロの美浜！

レイクセンター×空き家×なびあす 遊覧船に乗るとポイントゲット！景品獲得で仲が深まる美浜町！

空き家×海ごみ×人口減少 みんな楽しく課題解決ツアーできれいでにぎやかな美浜町に！

病院がない×はまびより×
レイクセンター

安心できる、楽しい町へ！

にぎわいゾーン×観光地×海ごみ
行き先はガチャガチャ！美浜の観光地を巡れ！
ガチャガチャ観光地ツアー

人口減少×空き家×レイクセンター 美しい町美浜！移住体験ツアーで美浜をにぎあう町に！

小さい子を預けられる場所×レイン
ボーライン×空き家×はまびより

空き家とレインボーラインまでトゥクトゥク移動 
はまびよりに公園設置！

空き家×子育て支援×海ごみ 空き家で子育て支援充実海ごみ減少に！

美浜中央小学校

　高齢者の方々と交流したり、高齢
者の方の手や足等の感覚を体験し、
感覚の不自由さを理解し手助けし
てあげる大切さを発表しました。

｢お年寄りとの交流｣
｢インスタントシニア体験｣
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　1月21日から1月27日までの7日間、昭和63年から姉妹都市交流を続けてい

る台湾新
し ん ぺ い

北市石門区から、石門実験國民中学校の一行が美浜町を訪れました。

　今回訪れた一行は、昨年8月に美浜中学校の生徒が石門区を訪問した際、現

地で一緒に過ごした生徒8人と、学校･行政関係者の計16人です。

　約半年ぶりの再会を果たした生徒たちは、ホームステイや美浜中学校での

交流授業等を通して、友好を深めました。

台湾新北市石門区 ホームステイ

美浜中学校 2 年

山口 朋
と も か

華 さん

石門実験國民中学校 

2 年　施
ス

 昱
ユイ

 綺
チ

さん

　

私
に
と
っ
て
こ
の
7
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
と
て
も
感
動
し
、
収
穫
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
美
浜
中
学
校
で
の
一
日
で
す
。
昼
休
み

に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
優
し
さ
は
、
こ
の
町

の
暖
か
さ
だ
と
感
じ
、
美
浜
は
私
の
故
郷
の

石
門
と
同
じ
よ
う
に
、
人
の
優
し
さ
に
満
ち
溢

れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

朋
華
の
家
族
は
、
私
を
家
族
の
よ
う
に
接
し

て
く
れ
て
、
祖
母
は
優
し
く
親
切
で
、
祖
父

は
面
白
く
て
、
言
葉
が
違
っ
て
も
、
表
情
や
仕

草
で
、
お
互
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

別
れ
る
時
に
私
は
思
わ
ず
涙
を
流
し
、
将
来

ま
た
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
経
験
は
私
の
視
野
を
広
げ
、
貴
重

な
友
情
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
を
作
ら
せ
て
く
れ
た

先
生
方
、
そ
し
て
美
浜
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
友
情
を
大
切
に
し
、

こ
の
美
し
い
時
間
を
永
遠
に
心
に
留
め
て
お

き
ま
す
。

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
ペ
ア
の
昱ユ
イ
チ綺
を
全
力

で
も
て
な
し
、
日
本
の
魅
力
を
少
し
で
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
昱
綺
の
好
き
な
ち
い
か

わ
の
グ
ッ
ズ
を
買
い
に
行
っ
た
り
、
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
夕
食

で
、
漁
師
の
祖
父
が
獲
っ
て
き
た
ア
ワ
ビ
の
バ
タ
ー

焼
き
や
日
向
で
獲
れ
た
ブ
リ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
を

昱
綺
が｢

お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
喜
ん
で
食
べ

て
く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
昱
綺
が
台

湾
に
戻
る
日
の
朝
、
ホ
テ
ル
湾
彩
で
昱
綺
と
祖
母

の
別
れ
の
涙
を
見
て
、
短
い
時
間
の
中
で
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
、
家
族
の
よ
う
に
過
ご
せ
た
こ
と

に
感
動
し
ま
し
た
。
空
港
で
の
お
別
れ
は
悲
し
さ

と
寂
し
さ
で
、
た
く
さ
ん
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。
こ

の
7
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
、
こ
の
よ
う
な
仲

に
な
れ
た
こ
と
が
、
私
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　

昱
綺
が
日
本
や
美
浜
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
て

「
ま
た
絶
対
に
来
ま
す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
もL

IN
E

を
通
じ
て
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
で

家
族
の
よ
う
に  

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

1 月 21 日
( 火 )

お出迎え ( 関西国際空港 )

1 月 22 日
( 水 )

テーマパーク体験 (USJ)

1 月 23 日
( 木 )

町役場歓迎会、美浜町エネルギー
環境教育体験館きいぱす、レイ
ンボーライン、レイクセンター

1 月 24 日
( 金 )

美浜中学校での交流授業、
ハマベリー
ホームステイ 1 日目

1 月 25 日
( 土 )

京都観光
ホームステイ 2 日目

1 月 26 日
( 日 )

恐竜博物館、スキージャム勝山
ホームステイ 3 日目

1 月 27 日
( 月 )

お見送り ( 関西国際空港 )

▽生徒たちの主な日程

こ
の
美
し
い
時
間
を
永
遠
に
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↓息の合った演奏を披露する倖太鼓の児童・生徒たち

2 月 2 日に、みはまこども倖太鼓 20 周年記念コン
サートがなびあすで行われました。
　この催しは、みはまこども倖太鼓の結成 20 周年を
記念して開催されたもので、町内外のゲスト 3 組が
コンサートに花を添えました。
　コンサートの最後には、全演奏者による演奏が行わ
れ、迫力のある響きに会場は盛り上がっていました。

みなさんに幸せが訪れますように！
みはまこども倖太鼓みはまこども倖太鼓
　　　　20周年記念コンサート　　　　20周年記念コンサート

↓運用開始式で挨拶をする河原市区長

　1 月 18 日に、美浜消防団第 3 分団第 2 部の器具置場運
用開始式が河原市農業研修センター駐車場で行われました。
　これは、既存の器具置場が経年劣化により、第 2 部
管轄の 4 区 ( 河原市、木野、和田、佐柿 ) が協議し、施
工、設置したものです。
　式で、第 3 分団の小林分団長は ｢ これまで以上に安全で
迅速な消防活動を行うことができる ｣ と話されていました。

迅速な防災活動を行うため
美浜消防団第3分団第2部美浜消防団第3分団第2部

↓上の句が読まれた瞬間に取り札を取り合う児童たち

第58回美浜町子ども会かるた大会第58回美浜町子ども会かるた大会
研ぎ澄ました集中力で勝負を決める

1 月 26 日に、美浜町子ども会かるた大会がはあとぴあで
行われました。
　大会には、町内の各地区から 3 人 1 組全 11 チームが参加
し、リーグ戦と決勝トーナメントが行われました。
　児童たちは、日頃の練習の成果を発揮し、読み手が読み上
げた上の句に素早く反応して札を取り合っていました。
( 関連第 21 頁 ) 大会結果は次のとおりです。

大 会 結 果

優　勝 啓成A (中川百華、大塩ひかり、中川心美)

準優勝 東地区A (中野陽菜、伊藤碧人、下村南斗)

3 位
啓成B(久保愛花、中村綾那、大塩奈々)

啓成D(上尾彩芽、戸田真白、久保陽愛)

器具置場運用開始式器具置場運用開始式

未

↓ 勢いよく橋の欄干から飛び込む男衆

1 月 19 日に、水中綱引きが日向湖と若狭湾を結ぶ運
河で行われました。
　色とりどりのハチマキに白いパンツの上半身裸姿で
現れた男衆 20 人は、橋の欄干から勢いよく大綱の張
られた運河へ飛び込みました。東西両岸に分かれた男
衆は、大きな掛け声とともに 5 分程で大綱を引きちぎ
り、観客から歓声が上がっていました。( 関連第 2 頁 )

今年の大漁祈願・無病息災を祈って

日向水中綱引き日向水中綱引き

↓記念給食を堪能する児童たち

2 月 13 日に、日本遺産記念献立給食が町内の各小
中学校で提供されました。
　給食には、北前船が全国各地を周って運ばれた鯖や
昆布、そうめん等を使った料理が並びました。
　児童、生徒たちは給食に使われている食材が昔に、
大海原を渡って伝えられたことに感心しながら、給食
を頬張っていました。

北前船が運んだ文化を実食

日本遺産記念献立給食日本遺産記念献立給食

↓文化財 ( 模擬品 ) の搬出を行う参加者

1 月 26 日に、文化財火災防御訓練が久昌寺 ( 大藪 )
で行われました。
　この訓練は、町民の文化財愛護に関する意識や防火
意識の普及 ･ 高揚、消防職団員の技術向上等を目的と
して美浜消防署が行ったものです。
　参加した大藪区自主防災会の会員や消防団員らは、
119 番通報や初期消火等について学んでいました。

文化財を火災から守る

文化財火災防御訓練

↓夢の実現のため、日頃から鮮明なイメージを持つ大切さを語る角森氏

　1 月 25 日に、第 2 回目となるシナプス先輩大学が
なびあすで開催されました。
　この企画は、子どもたちの可能性を広げ、地域愛を醸
成することを目的とし、講師にメディカルトレーナーの角
森脩平氏(東京都在住・佐田出身)を迎え開催されました。
　角森氏は｢夢や目標を言葉に出し続けることが大切。
必ず現実になる｣と中高生にエールを送っていました。

美浜出身の先輩に学ぶ

シナプス先輩大学シナプス先輩大学
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 運転中(令和6年11月21日～)

福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会
が

国
に
対
し
て
要
請
活
動
を
実
施

1
月
27
日
に
、
原
子
力
発
電
所
が
立
地
す
る
県
内
4
市
町
の
首
長
及
び
議
長
で
構
成
す

る
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
協
議
会(

会
長
:
高
浜
町
長)

が
、
経
済
産
業
省
や

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
に
対
し
て
、
原
子
力
政
策
等
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

Ｇ
Ｘ(

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン)

実
現
に
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
拡
大
と
並
行
し
て
、
原
子
力

発
電
を
適
切
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
国
は
、
原
子
力
発
電
に
対

す
る
国
民
理
解
を
深
め
、
安
全
安
心
の
最

大
限
の
確
保
を
大
前
提
に
、
原
子
力
の
活

用
や
運
転
期
間
延
長
、
事
業
環
境
整
備
等

立
地
地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域
振
興

を
具
体
的
に
、
か
つ
迅
速
に
進
め
る
こ
と
。

①
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

原
子
力
政
策
の
推
進

　

原
子
力
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
通
じ
て
国
民
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
原
子
力
発
電
の
重
要
性
・
必

要
性
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
等
に
つ

い
て
、
国
民
理
解
の
醸
成
を
図
る
こ
と
。

②
原
子
力
政
策
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　

国
民
理
解
の
醸
成

　

六
ケ
所
再
処
理
施
設
の
竣
工
延
期
が
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
に
対
す
る
不
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
再
度
竣
工
が
延
期
と

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
早
期
完
成
は
も

と
よ
り
、
確
実
に
稼
働
す
る
よ
う
国
と
事

業
者
が
一
体
と
な
り
、
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
こ
と
。

③
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
対
策
の
促
進

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
全
線
４
車
線
化

や
避
難
道
路
の
新
設
等
、
防
災
関
連
道
路

の
多
重
化
・
強
靭
化
に
取
り
組
む
と
共
に
、

能
登
半
島
地
震
で
多
数
の
道
路
が
寸
断
さ

れ
た
こ
と
を
鑑
み
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ

る
財
政
措
置
を
行
う
等
、
広
域
避
難
計
画

の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
。

④
原
子
力
災
害
時
の

　
　
　
　
　
　

避
難
道
路
等
の
整
備

　

原
子
力
災
害
対
策
事
業
費
補
助
事
業
に

つ
い
て
、
既
存
施
設
︵
一
時
集
合
施
設
︶

に
対
す
る
耐
震
補
強
や
室
内
設
備
の
改
修

等
を
補
助
対
象
と
す
る
等
、
地
域
事
情
に

応
じ
た
柔
軟
な
補
助
制
度
と
す
る
こ
と
。

⑤
地
域
事
情
に
応
じ
た
柔
軟
な

原
子
力
災
害
対
策
補
助

　

共
創
会
議
で
示
さ
れ
た｢

福
井
県
・
原

子
力
発
電
所
の
立
地
地
域
の
将
来
像｣

に

つ
い
て
、
立
地
地
域
発
展
の
大
き
な
柱
と

し
て
、
実
行
・
実
現
に
向
け
関
係
機
関
と

連
携
し
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
取
り
組

み
を
加
速
す
る
こ
と
。

　

原
子
力
発
電
所
等
に
係
る
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
運
転
等
の
実
態
を
踏
ま
え
、

税
制
上
の
耐
用
年
数
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、
施
設
の
解
体
撤
去
完
了
ま
で
課
税
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
。

⑥
立
地
地
域
の
将
来
像
の
実
現

⑧
原
子
力
発
電
所
等
に
係
る

固
定
資
産
税
の
見
直
し

　

立
地
地
域
が
使
用
済
燃
料
対
策
や
廃
炉

等
の
課
題
に
直
面
す
る
中
、
持
続
的
な
地

域
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
交
付
金
や
補

助
金
制
度
等
を
柔
軟
に
適
用
す
る
と
共

に
、
そ
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑦
地
域
振
興
に
資
す
る
交
付
金
や

　
　
　

補
助
金
制
度
等
の
充
実
・
強
化↑大串経済産業副大臣 ( 左から 5 番目 ) への要望

美浜町のニュース

■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･浜野利彦)
　☎32‐6703｢ペットボトルの水平リサイクルに関する協定｣を締結

｢ ボトル to ボトル ｣ で循環型社会を目指す

名
古
屋
市
︶・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱︵
大
阪
府
大
阪
市
︶

の
間
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
協
定
を
敦
賀

市
役
所
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、使
用
済
み
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生
す

る「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」に
取
り
組

み
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
み
を
有
効
活

用
し
て
、循
環
型
社
会
の
形
成
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

豊
田
通
商
㈱
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
全
国
の
自
治

体
と
同
様
の
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、今
回
が
31
件
目
、北
陸
3
県
で

は
初
め
て
の
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、敦
賀
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
が
収
集
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
、兵
庫
県
や
大
阪
府
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
工
場
に
搬
出
さ
れ
、ト
レ
イ

や
繊
維
等
の
製
品
に
再
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、収
集

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
豊
田
通
商

㈱
が
滋
賀
県
に
所
有
す
る
ボ
ト

ル
to
ボ
ト
ル
専
用
工
場
に
搬
出
さ

れ
、す
べ
て
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
が
製
造
す
る
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
製
品
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

　

繰
り
返
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再

生
す
る
こ
と
で
、石
油
由
来
の
原

料
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
製
造
す

る
場
合
に
比
べ
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
と
共

に
、リ
サ
イ
ク
ル
工
場
ま
で
の
距
離

が
従
前
よ
り
短
く
な
っ
た
こ
と
で

輸
送
時
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

締
結
式
で
戸
嶋
町
長
は「
水
平

リ
サ
イ
ク
ル
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

も
知
っ
て
い
た
だ
き
、循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

な
お
、水
平
リ
サ
イ
ク
ル
は
4

月
か
ら
実
施
予
定
で
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
分
別
方
法
は
、水
平
リ
サ
イ
ク

ル
開
始
後
も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

月
4
日
に
、美
浜
町
・
敦
賀

市
・
豊
田
通
商
㈱︵
愛
知
県

■ お問い合わせ先
　町産業政策課(担当･野原)
　☎32‐6706第47回全国育樹祭福井県緑化等功労者知事感謝状贈呈報告

県の森林保全、緑化の推進等に貢献した 2 団体と 1 個人に感謝状

↑ 協定書に調印する戸嶋町長 ( 右から 1 番目 )
と米澤市長 ( 右から 2 番目 )

↑ 報告に訪れた森と暮らすどんぐり倶楽部の松下さん（左奥）、
ガーデナーおくいの奥井さん（左奥から 2 番目）、菅浜わ
くわく協働体の濵野さん・榎本さん（右から 2 番目と右）

↑ 勝目内閣府大臣政務官 ( 原子力防災 )
( 写真奥 ) への要望

等
功
労
者
知
事
感
謝
状
の
贈
呈

報
告
会
が
町
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
10
月
19
日
と

20
日
に
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
開
催

さ
れ
た
第
47
回
全
国
育
樹
祭
の
開

催
を
記
念
し
、
県
内
で
多
年
に
わ

た
り
森
林
の
保
全
・
整
備
や
担
い

手
の
育
成
、
緑
化
の
推
進
等
で
顕

著
な
功
績
を
残
さ
れ
た
個
人
ま
た

は
団
体
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

の
は
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

森
林
資
源
の
活
用
部
門
で
合
同
会

社
菅
浜
わ
く
わ
く
協
働
体
と
株
式

会
社
森
と
暮
ら
す
ど
ん
ぐ
り
倶
楽

部
、
未
来
を
創
造
す
る
緑
と
花
づ

く
り
部
門
で
ガ
ー
デ
ナ
ー
お
く
い

の
奥
井
喜
代
栄
さ
ん
で
す
。

　

菅
浜
わ
く
わ
く
協
働
体
は
、

木
炭
や
薪
、
和
紙
の
原
料
と
な

る
雁
皮
の
生
産
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
町
内
外
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
炭
焼
き
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

森
と
暮
ら
す
ど
ん
ぐ
り
倶
楽
部

は
、
ワ
サ
ビ
や
山
菜
等
の
生
産
・

加
工
等
を
通
じ
て
地
元
雇
用
や
女

性
活
躍
、
山
菜
技
術
の
伝
承
を
行

う
ほ
か
、
山
野
草
や
山
菜
の
栽

培
、
立
ち
木
伐
採
等
の
自
然
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ー
デ
ナ
ー
お
く
い
の
奥
井
さ

ん
は
、
花
の
栽
培
や
販
売
、
地
元

団
体
へ
の
植
栽
指
導
、
緑
と
花
が

あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
多

大
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
、
菅
浜
わ
く
わ
く
協

働
体
の
濵
野
健
治
さ
ん
は｢

こ
れ

ま
で
継
続
し
て
活
動
し
て
き
た
こ

と
が
、
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い｣

と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

月
18
日
に
、
第
47
回
全

国
育
樹
祭
福
井
県
緑
化
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美浜町役場

お
知
ら
せ

簡
易
水
道
使
用
料(

料
金)

の
納
付

期
限
が
毎
月
25
日
に
変
わ
り
ま
す

　

令
和
7
年
4
月
に
、
簡
易
水
道
事
業
が

上
水
道
事
業
に
統
合
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
簡
易
水
道
使
用
料(

料
金)

の
納

付
期
限
、
口
座
振
替
日(

口
座
引
落
日)

を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

●

対
象
地
区(

簡
易
水
道
地
区)

　

新
庄(

雲
谷
を
含
む)

、
山
上(

美
し

野
を
含
む)

、
太
田
、
佐
田
、
北
田
、
菅
浜
、

竹
波
、
丹
生

●

納
付
期
限

　
︻
令
和
7
年
3
月
ま
で
︼

　

毎
月
末

　
　

(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日)

【
令
和
7
年
4
月
か
ら
】

　
毎
月
25
日

　
　(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日)

●

使
用
料
の
見
直
し

　

令
和
7
年
4
月
か
ら
令
和
8
年
3
月
ま

で
の
間
、
簡
易
水
道
地
区
の
水
道
料
金
は

現
行
の
額
に
据
え
置
き
ま
す
。
令
和
8
年

4
月
以
降
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
上
水
道

料
金
と
同
額
に
す
る
予
定
で
す
。

●

口
座
振
替
日(

口
座
引
落
日)

　
︻
令
和
7
年
3
月
ま
で
︼

　

毎
月
末

　
　

(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
営
業
日)

【
令
和
7
年
4
月
か
ら
】

　
毎
月
22
日

　
　(

土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日)

基 本 料 金 従 量 別 料 金

水　量 口 径 別 料　金 水 量 区 分 1m3 につき

10m3 まで

13mm 1,000 円

10m3 を超え 30m3 まで

30m3 を超え 50m3 まで

50m3 を超え 100m3 まで

100m3 を超え 200m3 まで

200m3 を超える分

100 円

110 円

120 円

130 円

150 円

20mm 1,200 円

25mm 1,400 円

40mm 2,000 円

50mm 4,000 円

75mm 7,000 円

100mm 10,000 円

●上水道料金表 (1 カ月につき ) ※消費税 10% 別途必要
　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

宇
都
宮)

☎
32
︲
１
３
４
１

問

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

山
本)

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

ま
す
。
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
時(

転

入
・
転
出
・
出
生
・
死
亡
等)

は
、｢

世

帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入
院

等
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、
美
浜
町
に
住

民
票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
し
た
時

も
、
届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

下
水
道
使
用
料
の
世
帯
人
数
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
出
時
に
特
別
な

理
由
が
確
認
で
き
る
書
類(

在
学
証
明
書
、

入
居
先
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
借
契
約
書
等)

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
特
別
な

理
由
に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方
が
世

帯
に
戻
ら
れ
た
時
に
は
、
必
ず
増
員
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
使
用
者
の
名
義
を
変
更
し

た
い
場
合
に
は｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
町
上
下
水
道
課
窓
口

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
福
井
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

金
田
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

問

↑各種届出書
　はこちら

　単身赴任や進学等で減員されていた
方が世帯に戻られた場合は、必ず増員
の届出をお願いします。
　増員の事実が後で判明した時は、
遡って下水道使用料を納付いただくこ
とがあります。

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

的
な
点
検
と
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
、
自
然
や
皆
さ
ん
の
生
活
環

境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。
下
水
道
に
汚
水
を
流
す
際
は
、
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
注
意
し
て
、
大
切
に

正
し
く
使
用
し
な
け
れ
ば
故
障
の
原
因
と

な
り
、
設
備
の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
設
備
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
設

備
を
正
し
く
利
用
す
る
と
と
も
に
、
定
期

①
野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し
等
の
生
ご
み
は
、

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
使
用
後
の
天
ぷ
ら
油
は
、異
物
を
取
り

除
き
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
、最

寄
り
の
回
収
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、オ
イ
ル
等

は
、下
水
道
施
設
を
損
傷
す
る
だ
け
で

な
く
、火
災
や
爆
発
を
起
こ
す
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

④
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の

︵
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

生
理
用
品
等
︶は
、下
水
管
を
詰
ま
ら
せ

る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
金
田)

　
　

☎
32
︲
１
３
４
１

問

　

令
和
7
年
度
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
令
和
7
年
4
月
1
日(

火)

現
在
の

原
動
機
付
自
転
車(

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

等
含
む)

、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動

車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所
有
者

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
、
譲
渡
、
町
外
へ
の
転
出
の
際
に

は
、
す
み
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
に

は
、
名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

申
告
に
つ
い
て

※
廃
車
し
た
場
合
で
も
廃
車
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合

は
、
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
廃
車
申
告

　

原
動
機
付
自
転
車(

１
２
５
㏄
以
下)

や
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
町
税
務
課
窓
口

で
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
廃
車
申
告
に
必
要
な
も
の
】

　

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

②
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告

　
　

書
兼
標
識
返
納
書

※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告
書
兼
標
識
返

納
書
の
様
式
は
、
町
税
務
課
窓
口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　

町
税
務
課(

担
当･

中
嶌)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
２

問転
出
届
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

届
け
出
が
可
能
で
す

　

引
っ
越
し
の
際
の
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届

け
出
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転

出
す
る
際
に
町
役
場
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
電
子
証
明
書
が
有

効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
で
、
日
本
国
内
の
市
区
町
村
に
引
っ
越

し
を
さ
れ
る
方
で
す
。
ご
自
身
の
引
っ
越

し
以
外
に
同
一
世
帯
員
等
の
引
っ
越
し
の

際
に
も
利
用
可
能
で
す
。

　

詳
細
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
を
提
出
し
た
際

も
、
別
途
転
入
先
の
市
区
町
村
窓
口
で
転
入
届
等
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

↑ホームページ
　はこちら

美
浜
町
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
の
避
難
が

難
し
い
方(

要
支
援
者)

に
対
し
て
避
難

支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
美
浜
町
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま

す
。名
簿
へ
の
登
録
に
同
意
さ
れ
ま
す
と
、

避
難
を
支
援
す
る
関
係
者(

区
長
、
民
生

児
童
委
員
、
警
察
、
消
防
、
社
会
福
祉

協
議
会)

に
登
録
申
請
書
の
情
報
を
提
供

し
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
の

●

送
付
対
象
者

〇
令
和
6
年
2
月
1
日
~
令
和
7
年
1
月

31
日
の
間
に
新
た
に
次
の
該
当
と
な
っ

た
方

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
、
2
級

　

・
療
育
手
帳
Ａ
1
、
Ａ
2

　

・
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳

　
　

1
級
、
2
級

　

・
要
介
護
認
定
3
~
5

　

・
65
歳
以
上
高
齢
者

(

一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯)

　

・
難
病
患
者

た
め
に
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
方
に
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ

の
登
録
確
認
を
行
う
た
め
の
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

中
村
／
前)

☎
32
︲
６
７
０
４

問 ○
こ
れ
ま
で
対
象
に
該
当
し
て
い
た
が
、

同
意
、
不
同
意
の
回
答
が
無
か
っ
た
方

※
こ
れ
ま
で
に
名
簿
掲
載
を｢

不
同
意｣

と
回
答
し
た

方
に
は
申
請
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
心
身
の
状

態
の
変
化
等
に
よ
り
、
新
た
に
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

方
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

↑様式はこちら



2025.3 月号15 14広報みはま

インターネット
販売はこちらから

Mihama　Information

※お問い合わせ先 町健康福祉課 (担当・北澤)　 ☎32‐6704

※お問い合わせ先 町健康福祉課 (担当・中西)　 ☎32‐6704

JR 美浜駅での乗車券販売体制の変更について

美浜町健康支援あいあいアプリポイントの交換期限が近づいています

イ
ベ
ン
ト･

行
事

非課税世帯に対して物価高騰対策支援給付金を支給します

　低所得者支援として、令和6年度住民税非課税世帯に対し、物価高騰対策支援給付金(3万円)
を支給します。また、物価高騰対策支援給付金の支給対象世帯のうち、子育て世帯に対して加
算金(児童1人当たり2万円)を支給します。

　JR美浜駅では、発券端末の更新に伴い、3月16日で指定席券の販売を終了します。
また、窓口業務の定休日を設け、販売時間も短縮されます。
　町民の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、指定席を含む乗車券類を購入される場
合は、敦賀駅や小浜駅または｢e5489｣等のインターネット販売をご利用ください。
　なお、普通乗車券や定期券はこれまで通り窓口等で販売し、駅員不在時に普通乗車
券を購入される場合は、駅舎内の券売機をご利用ください。

　あいあいアプリは、皆さんの健康づくり、高齢者の社会参加等を応援するアプリです。
　指定する健康づくり活動や地域貢献活動、ウォーキング等でポイントが付与され、そのポイント
は、町内の指定の店舗で利用できるクーポン券に交換できます。

ポイント交換は下記アプリ画面から交換ができます。詳細は、二次元コードからご確認ください。

現在のポイントは、4月1日にリセットされ、これまで貯めたポイントはすべて｢ 0 ｣となります。
また、ご使用されていないクーポンも3月31日を過ぎると、有効期限が切れて利用できなくな
ります。クーポン及びポイントの次年度への引継ぎはできないため、各自のスマートフォンでポ
イントをクーポン券に交換頂き、期限内にクーポン券をお早めにご利用ください。

そこであいあいアプリをご利用の皆様にお知らせです！！

令和6年度住民税非課税世帯に対する物価高騰対策支援給付金(3万円)
1世帯当たり3万円　※1世帯1回限り■支給金額

令和6年12月13日時点で、美浜町に住民登録があり、全員が令和6年度の住民
税を課税されていない世帯(住民税課税者に扶養された方のみで構成される世帯
を除く)

■対象世帯

　対象者には2月下旬から順次、世帯主宛てに確認書または申請書を同封した案内を発送します。
必要事項を記入し、令和7年7月31日(消印有効)までに提出してください。
　受給要件を満たしているのに、通知が届かない場合は、下記までお問い合わせください。

非課税世帯物価高騰対策支援給付金こども加算(児童1人当たり2万円)
18歳以下の児童(平成18年4月2日以降生まれ)1人当たり2万円■支給金額

令和6年度住民税非課税世帯に対する物価高騰対策支援給付金の支給
対象世帯のうち、18歳以下の児童を扶養している世帯

■対象世帯

※手続きは、物価高騰対策支援給付金と同じ用紙で申請が可能です。

※令和6年12月14日以降に出生した児童については、お問い合わせください。

募
集･

申
請
等

は
あ
と
ぴ
あ
ま
つ
り

〜
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
健
康
と
笑
顔
の
輪
〜

を
開
催
し
ま
す

　

な
び
あ
す
子
ど
も
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、

未
就
学
児
と
そ
の
祖
父
母
を
対
象
と
し
た

｢

世
代
を
超
え
た
絆
カ
ッ
プ｣(

祖
父
母
と

孫
で
楽
し
め
る
企
画
で
す)

、お
菓
子
ま
き
、

体
組
成
測
定
や
普
段
の
野
菜
摂
取
量
が
一

目
で
わ
か
る
測
定
体
験
、
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
測
定
会
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
、
ど
の
世

代
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

午
後
か
ら
は
次
の
内
容
で
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

　
　

認
定
Ｎ
Ｐ
О
法
人

　
　

全
国
こ
ど
も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
・

　
　
　
　

む
す
び
え
理
事
長　

湯
浅
誠
氏

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 ｢

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
と
思
え
る
ま
ち
へ

~
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
地
域
づ
く
り
~｣

・
講
　
師

・
講
　
演

3
月
16
日(

日)

午
前
9
時
30
分
~
午
後
3
時

●

日
　
時

は
あ
と
ぴ
あ

●

場
　
所

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

中
西)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

販売券種 : 指定席券 ( 新幹線・特急券 )、 普通乗車券、定期券
販売時間：午前 7 時から午後 6 時 10 分
定 休 日：なし

変更前

※ 販売時間は 3 月 15 日から、販売券種は 3 月 17 日から変更となります。

販売券種：普通乗車券、定期券
販売時間：午前 8 時から午後 5 時 10 分
定 休 日：毎週木曜日、年末年始 (12 月 29 日から 1 月 3 日 )

変更後

高等学校等生徒通学費の助成を受けられる予定の方は、美浜駅窓口の営業日 ( 営業時間内 ) にご購入ください。

1570

詳細はこちらから

美
浜
町
と
滋
賀
県
高
島
市
を
結
ぶ

避
難
道
路
の
整
備
を
検
討
へ

　
　

町
土
木
建
築
課(

担
当
・
今
村)

　
　

☎
32
︲
６
７
０
７

問
2
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
、
原
子
力

発
電
所
の
立
地
地
域
の｢

将
来
像｣

を
議

論
す
る｢

共
創
会
議｣

に
お
い
て
、
町
が

長
年
要
望
し
て
い
る
美
浜
町
新
庄
と
滋
賀

県
高
島
市
を
結
ぶ
避
難
道
路
が
、
将
来
像

へ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
工
程
表

に
、
事
業
の
一
例
と
し
て
具
体
的
に
登
載

さ
れ
ま
し
た
。

｢

共
創
会
議｣

は
、
国
や
県
、
原
子
力

発
電
所
が
立
地
す
る
市
や
町
、
事
業
者
等

で
構
成
さ
れ
る
会
議
で
す
。
そ
の
中
で
、

避
難
道
路
の
多
重
化
・
強
靭
化
や
制
圧
道

路
の
強
靭
化
等
、
原
子
力
防
災
や
地
域
振

興
に
資
す
る
道
路
の
一
つ
と
し
て
、
美
浜
・

高
島
道
路
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
整
備

に
向
け
た
調
査
費
と
し
て
活
用
す
る
方
針

が
示
さ
れ
、
今
後
、
工
程
表
の
具
体
化
を

図
り
な
が
ら
事
業
の
着
手
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
の
整
備
に
向
け
て
、
設
計
費
や
工

事
費
等
の
財
源
の
確
保
や
、
接
続
す
る
県

道
松
屋
河
原
市
線
の
線
形
改
良
・
現
道
拡

幅
、
他
事
業
と
の
調
整
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
町
で
は
、
県
や
地
元
等
と
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
、
避
難
道
路
の
整
備
の
早

期
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

●

内
　
容

※お問い合わせ先 指定席の販売に関すること　　JR西日本お客様センター 　　 ☎0570‐00‐2486

　通学助成に関すること　　　　町教育総務課(担当・藤田)　 ☎32‐6708
　販売時間・券種に関すること　町まちづくり推進課 (担当・南)   ☎32‐6701 

指定席券 ( 新幹線・特急券 )、 普通乗車券、定期券

毎週木曜日、年末年始 (12 月 29 日から 1 月 3 日 )

↑JR美浜駅の券売機(左)と切符売り場(右)
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Mihama　Information

3
月
14
日(

金)

午
前
10
時
30
分
~
11
時

●

日
　
時

●

対
　
象

町
内
在
住
在
宅
児
親
子
10
組

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

○
育
児
講
座

｢

子
育
て
ト
ー
ク｣

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
浜
野)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

●

申
し
込
み
2
月
26
日(

水)

~

3
月
13
日(

木)

(154)

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
現

在
、
冬
季
ト
ピ
ッ
ク
ス
展｢

城
コ
レ

２
０
２
５
冬
~
お
城
や
武
将
由
来
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
~｣

を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
城
フ
ァ
ン
か
ら
人
気
を
集
め
る
当

館
恒
例
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
展｢

城
コ
レ｣

で

は
、
館
長
所
蔵
の
お
城
グ
ッ
ズ
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
毎
年
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
も

の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

大
河
ド
ラ
マ｢

ど
う
す
る
家
康｣

の
主
人

公
、
徳
川
家
康
関
連
グ
ッ
ズ
を
展
示
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
お
城
や
戦
国
武
将

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
等
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
お
城
の
土
産
品
に
は
、
お

城
や
武
将
が
モ
チ
ー
フ
の
グ
ッ
ズ
が

数
多
く
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、
郷

土
の
お
城
の
歴
史
、
ま
た
は
地
域
の

大
規
模
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ

せ
て
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
と
し
て
有
名
な
滋
賀
県
彦
根

市
の
ひ
こ
に
ゃ
ん
は
、
平
成
19
年
の

｢

国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭｣

を

盛
り
上
げ
る
た
め
誕
生
し
ま
し
た
。

彦
根
藩
主
井
伊
家
ゆ
か
り
の
猫
の
伝

説
と
同
家
の
象
徴
で
あ
る｢

赤
備
え｣

の
兜
が
モ
チ
ー
フ
で
す
。
福
井
市
の

朝
倉
ゆ
め
ま
る
は
、
平
成
17
年
の｢

第

20
回
国
民
文
化
祭

朝
倉
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル｣

に
向
け
、
文
化
祭
と
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
を
宣
伝
す
る
た
め
誕

生
し
ま
し
た
。
同
遺
跡
の
朝
倉
義
景

館
跡
に
建
つ
唐
門
に
見
立
て
た
兜
を

か
ぶ
る
、
武
将
姿
の
妖
精
と
し
て
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、ド
ラ
え
も
ん
の
よ
う
な
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ご
当
地
ゆ
か
り
の
武

将
に
見
立
て
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。中
に
は｢

ご
当
地
キ
テ
ィ｣

の
よ
う
に
、同
一
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
、

全
国
各
地
の
観
光
地
や
特
産
品
を
テ
ー

マ
に
デ
ザ
イ
ン
し
た｢

ご
当
地
グ
ッ
ズ｣

が
あ
り
、お
城
や
戦
国
武
将
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
２
０
０
０
年

代
以
降
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
に
う
か
が

え
、
21
世
紀
初
頭
の
お
城
土
産
と
も

い
え
ま
す
。
展
示
中
の
グ
ッ
ズ
も
同

時
期
に
収
集
し
た
も
の
が
多
い
一
方

で
、
そ
の
後
も
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
で

生
産
さ
れ
、
館
長
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

数
も
日
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
の
お
城
で
見
た
こ
と
が
あ
る
、

ま
た
は
知
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

見
つ
け
な
が
ら
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。
本
展
は
4
月
20
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)↑ 全国各地のキャラクターたち

冬季トピックス展
『城コレ 2025 冬～お城や武将由来の

キャラクターたち～』に寄せて

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

叶
へ
た
き
夢
に
向
か
ひ
て
進
む
孫

　
　
　
　
た
だ
ひ
た
す
ら
に
見
守
る
我
は

初
夢
の
運
勢
如
何
と
暦
出
し

　
　
　
　
　
夢
判
断
に
自
重
説
か
れ
し

い
ろ
い
ろ
の
夢
を
抱
き
て
行
き
来
し
に

　
　
　
　
　
最
後
の
夢
は
穏
し
く
逝
く
事

夢
叶
ふ
越
の
国
よ
り
旅
立
ち
ぬ

　
　
　
　
人
は
か
が
や
き
未
来
の
幸
へ

明
け
方
の
夢
に
い
で
き
し
客
の
顔

　
　
足
ら
ざ
る
メ
ニ
ュ
ー
教
え
て
消
へ
し

教
室･

講
座･

説
明
会
等

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

3
月
13
日(

木)

　

①
午
後
1
時
30
分
~
2
時
30
分

　

②
午
後
2
時
30
分
~
3
時
30
分

③
午
後
6
時
30
分
~
7
時
30
分

　

④
午
後
7
時
30
分
~
8
時
30
分

●

日
　
時

　

町
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
等
の
悩
み
を
ご

相
談
い
た
だ
け
る
相
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
悩
み
事
や
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
こ
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
場
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
①
~
④
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
　

③
④
は
事
前
予
約
の
み
の
対
応
で
す
。

※
ⓐ
~
ⓒ
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

会
議
室
4

●

相
談
方
法

　

ⓐ
来
所
に
よ
る
面
談
ⓑ
電
話

　

ⓒ
オ
ン
ラ
イ
ン

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

　

予
約
が
必
要
で
す

が
、
当
日
受
付
も
可
能

で
す
。

●

そ
の
他

　

①
②
の
時
間
帯
は
福
井
県
ひ
き
こ
も
り

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
精
神
保
健
福

祉
士
等
、
③
④
の
時
間
帯
は
精
神
保
健
福

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
中
村
／
前)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

↑予約はこちら

祉
士
、
保
健
師
等
が
対
応
し
ま
す
。
相
談

内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第 37 回美浜・五木ひろしふるさとマラソン開催記念

※お問い合わせ先 町観光誘客課(担当・野原) ☎32‐6705
　　　FBC嶺南支社 ☎23-1020

五木ひろしふるさとチャリティコンサートを開催します
　第 37 回美浜・五木ひろしふるさとマラソンの開催に合わせて、2 年ぶりに五木ひろしふるさとチャリティ
コンサートを開催します。今回のコンサートには、スペシャルゲストとして天童よしみさんが参加されます。
ぜひ、コンサートへお越しください。

スペシャルゲスト
天童よしみ さん

■ 開 催 日 時 5 月 10 日 ( 土 )　開場  午後 2 時 30 分
　　　　　　　　 開演  午後 3 時 30 分

■ チケット料金 S 席 6,000 円　 A 席 4,000 円 ※全席指定

■ 開 催 会 場 美浜町総合体育館
※当日は、シャトルバスがJR美浜駅と会場を無料運行します。

■ プレイガイド

生涯学習センターなびあす　　　　　　☎ 32-1212
美浜駅　　　　　　　　　　　　　　　☎ 32-0222
保健福祉センターはあとぴあ　　　　　☎ 32-1164

【町  内】

ローソンチケット (L コード　54961)
イープラス

【インターネット】
FBC 嶺南支社　　　　　　　　　　　  ☎ 23-1020

【敦賀市】

■ プレイガイド 絶賛チケット発売中！
※ 2 月 20 日から販売しております
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※ お問い合わせ先
　 町健康福祉課 (担当・山本明紀)
　☎32‐6704 

※ お問い合わせ先

　 町健康福祉課 (担当・繁田)  ☎32‐6704 

放 送 局

すこ やか健診受診希望調査に
 ご協力をお願いします
健診受診希望調査に
 ご協力をお願いします

● 回答方法 ※調査票は鉛筆での記入をお願いします。

① 20 歳以上の女性
② 40 歳以上の男性
③  20 ～ 39 歳男性の美浜町国民健康保険加入者または公的医療保険

制度未加入者

■調査票対象者 ( 令和 8 年 3 月末年齢 )

■健診受診希望調査 とは

町が実施する健診の申し込みと受診状況を把握するための調査です。
※調査票は 2 月下旬に発送予定です。

① 今年度、自分が受診対象となる健診項目を確認

⑥ 同封されている封筒に入れて投函し、完了です。

②  集団健診で受診するか、個別健診 ( 指定医療機関 )
で受診するかを選択

・集団健診は健診日の 1 週間前に受付票・問診票を送付します。
・個別健診は 4 月末に受診券を送付します。

集団検診を受診する場合
③  受診する健診を選び、調査票の希望日程に

○を記入

個別健診 ( 指定医療機関 ) で受診する
④  受診する健診を選び、調査票に○を記入

町の健診 ( 集団・個別とも ) を受診しない
⑤  該当する理由の数字を記入

■ 提出期限 3 月 18 日 ( 火 )
※ 対象の家族全員分の提出をお願いします。
※  受診を希望されない場合や、職場等で受診する場合も、

必ず返送してください。

　令和 6 年度の実績より、 5 月と 9 月

の北西郷公民館、 6 月の総合体育館、

7 月のはあとぴあでの健診が比較的人

数に余裕があり、 おすすめです！

｢ くらしの困りごと ｣ご相談ください

令和６年度から健康福祉課に  福祉総合相談室  を設置しています

　福祉総合相談室では、｢ 介護 ｣、｢ 障がい ｣、｢ 子育て ｣、
｢ 生活困窮 ｣ 等それぞれの分野だけでは解決できない、複雑・
複合化した生活の困りごとに対して、各分野が連携して支援
する包括的な支援を行っています。
　世代や分野を超えて人と人がつながり、一人ひとりが生き
がいや役割を持ち、暮らしていける ｢ 地域共生社会 ｣ の実現
を目指します。

福祉総合相談室 では、さまざまなご相談をお受けしています。

※相談内容の秘密は厳守します

( 例 ) ・長く引きこもっている子どもがおり、自分も高齢になってきて将来が不安

・ 近所に介護が必要な高齢者がいるが、人づきあいがうまくできず、サービス

を受けられていないようだ　等

・各種の依存症や生きづらさを抱えている

　ひきこもり、8050 問題 ( 自立した生活ができない中年の子の生活を高齢の親が

支えている )、孤独・孤立等をはじめ、分野や世代を問わず、困りごとのご相談を受
け付けます。困りごとの相談先が分からなときは、下記までご連絡ください。関係

機関と連携し、支援を進めていきます。

困りごとを自分ひとりや家族だけで抱え込まず、まずはご相談ください。

※ お問い合わせ先
　 町健康福祉課 (担当・北澤／中村／前)
　☎32‐6704 

〇役場にお越しになるのが難しい方には、訪問相談もしています。

〇 ご近所や親族等に心配なお宅がある場合も、気軽にお問い合わせ
ください。

　広報みはま 1 月号に掲載した「こんばんは」の手話について、下記の通り誤りがありました

のでお詫びして訂正いたします。正しくは、外側から内側に向かって顔の前で両手を閉じ、人差

し指でお辞儀の動作を行います。

誤 正

　令和 6 年度の実績より、 5 月と 9 月　令和 6 年度の実績より、 5 月と 9 月　令和 6 年度の実績より、 5 月と 9 月
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氏　名 住　所

　　  浦　松　　奨   ＆  (牧　野)　春　花　 木　野

◎ご結婚

1/1～1/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

三　田　美和子 北 田 84 三 田 哲 生

森　田　とみ子 佐 野 94 森 田 安 治

岩　本　美代子 山 上 91 岩 本 孝 司

森 久 英 子 新 庄 92 森 久 秀 喜

丹 後 信 子 太 田 76 丹 後 　 洋

高 田 　 弘 菅 浜 65 本　多　とも子

新　田　さかゑ 佐 柿 94 泊  　　里　美

中　谷　イク枝 麻 生 88 中 谷 喜 好

中 谷 孝 男 麻 生 84 中 谷 貴 志

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

宇 都 宮 　 俊
しゅん

介
すけ

男 　亮・晃子 金 山

松 原 結
ゆ い

依 女 秋登・楓　 佐 田

岩 本 大
た い じ ゅ

珠 男 伸二・優花 北 田

森 本 瑞
み ず き

稀 女 　和馬・久美子 新 庄

今 村 智
ち さ

咲 女 亮太・彩乃 佐 田

吉 田 玲
れ い か

花 女 竜二・彩花 南 市

はじめてバースデー
3月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY
｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

長
岡   

和の
ど
か花
ち
ゃ
ん

(
河
原
市)

父･

真
志
さ
ん

母･

香
里
さ
ん

3.30    は
み
が
き
の
歌
と
猫
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♪

お
誕
生
日
楽
し
み
だ
な
〜

広報クイズ

　広報みはま3月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、3月11日(火)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●2月号の答え　　せつぶん(節分)
●応募者総数は16人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきま
す。

○

①美浜町●〇〇行動要支援者名簿への

　登録をお願いします

②日向水中〇●〇〇

③ ふるさと〇〇●元気フォーラム

④〇●〇〇〇〇ふるさとチャリティコンサート

　を開催します

⑤｢くらしの〇〇●〇〇｣ご相談ください

田
村   

一い
ぶ
き颯
く
ん

(

金
山)

父･

央
泰
さ
ん

母･

容
子
さ
ん

3.28    お
ね
ー
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
大
好
き
☆

ご
は
ん
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
よ
！

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

11人

14人

392人(± 0) 

人口総数　　　　8,666人(ー10)

男　　　　　　　4,277人(ー  5)

女　　　　　　　4,389人(ー  5)

世帯数　　　　　3,603世帯(－  1)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  7人

  8人

令和7年2月1日現在※(　)は前月比

まちびとまちびと

第56回美浜町子どもかるた大会(1月14日開催)で優勝した

＊大会で優勝した感想をお願いします。
　昨年優勝した分、少しプレッシャーがありましたが、この３人で

一緒に試合に出場し、優勝できたので嬉しかったです。

＊これからの目標を教えてください。
　今後も大会が続くので、練習の成果を発揮して上位入賞でき

るように頑張りたいです。

啓成チームA 　の皆さん (関連第8頁)

［左から］

中川 百
も も か

華 さん

大塩 ひかり さん

中川 心
こ こ み

美 さん
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、2月 14日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和7年 3 月

16（日）

15（土）

14（金）

13（木）

12（水）

11（火）

10（月）

9（日）

8（土）
7（金）

6（木）

5（水）

4（火）

3（月）

27（木）

26（水）

25（火）

24（月）

31（月）

23（日）

30（日）

20（木）

22（土）

29（土）

21（金）

19（水）

18（火）

1（土） 17（月）

2（日）

28（金）

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
広
報
み
は
ま
８
月
号

が
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
紙
部
門
に
お
い

て
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
い

つ
も
広
報
紙
作
成
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
今

後
も
よ
り
良
い
広
報
紙
作
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
ふ
る
さ
と
美
浜
元

気
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
普
段
の
授
業
だ
け
で

は
、
な
か
な
か
培
わ
れ
な
い
探
求
力
や
自
ら

考
え
る
力
等
が
培
わ
れ
、
将
来
の
人
間
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
美

浜
町
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
で
地
域
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
よ
り
美
浜
へ
の
愛
着
が
湧

い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
経
験
し
た
児
童
た
ち
が

将
来
ど
の
よ
う
な
形
で
地
域
に
貢
献
し
て
く

れ
る
の
か
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
（
隼
）

  8:30～町民卓球大会(総合体育館)
13:30～石川佳純47都道府県サンクスツアー in
　　　　　　　　　　　福井・美浜町(美浜中学校)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　      (はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

12:00～みはまシナプスプロジェクト
            いちごいちえストリート(にぎわいゾーン)

  9:15～卒業式(美浜中学校)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

美浜中学校創立50周年記念式典及び講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　(美浜中学校)

13:30～ひきこもり相談会(はあとぴあ)

  9:30～卒業式(美浜西小学校・美浜中央小学校
　　　　　　　　　　　　　　　美浜東小学校)

  9:00～北陸新幹線敦賀開業1周年記念
　　 レイクフェスタ2025(レイクセンター)～16日

  9:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)
  9:30～はあとぴあまつり(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　      (はあとぴあ)

  春分の日

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

  第20回全国中学校選抜ローイング大会

　　　　　　　　　(県立久々子湖漕艇場)～23日

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診

　　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら

M
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A
M

A


